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研究成果の概要（和文）：本研究は英語のルール学習場面における母語に関連する「素朴理論」からの干渉とその抑制
に注目した研究である。「関係操作的思考」を取り入れたテキストを開発し，そのテキストを用いた英語のルール学習
により，日本語の理解の深化が促されるメカニズムを探究した。ルール学習の結果，英語の否定疑問文への応答に対す
る確信度が上昇していた。日本語の「相対化」に関して，「いいえ」という語の使いやすさは，社会的関係性で変わる
という回答が比較的多く選択された。日本語の「自覚化」に関して，はじめは視点がうまく切り替わらず，日本語の使
い方の説明過程で混乱が生じたが，その後に視点が切り替えられたと推測できる反応が注目された。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on "naive theory":the rules of native language interfere and re
strain the learners from understanding English language rules.We developed a textbook that includes "think
ing by relational operation", and examined the mechanism in which English language rule learning affects u
nderstanding the system of the native language -Japanese.The results show that, after using the textbook, 
the learners gained confidence in their understanding of English, especially in regard to negative questio
ns. With regard to "relativization" in Japanese, many learners stated that the ease of expressing negation
 depends on the social relationship between the speaker and the listener. Moreover, regarding "realization
" in Japanese, some learners seemed to have initial difficulties in shifting viewpoints, but they became a
ccustomed to the process by the end of the experiment.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 
教授学習過程に関する教育心理学研究に

おいては，自然科学のみならず，社会科学や
人文科学領域の知識獲得場面に焦点をあて
た研究がなされてきている。その中のひとつ
として，第二言語習得における学習者の認識
変容プロセスに注目した研究が挙げられる。
例えば，日本語を母語とする学習者を対象に
して，日本語の知識が英語学習に干渉するこ
とによって生起する誤りやその抑制につい
て多様な研究が行われている。例えば，吉國
（2010）では，学習者内要因のひとつとして
「不十分な知識及びその適用」を含意して
「素朴理論」という語が用いられており，本
研究でも同様に素朴理論という語を統一的
に用いる。そして，母語である日本語に関連
する素朴理論に着目し，その素朴理論からの
干渉とその抑制を含む「英語の応答に関する
認知プロセス」解明のための研究をおこなっ
た。 
既に先行研究によって示されている以下の
３つの知見，すなわち，①「母語－第二言語
間の視点切り替え」の教授方略により，素朴
理論からの干渉が抑制されることが示され
ていること（吉國，2010）②自然科学領域の
問題解決場面で，関係操作的思考を促進する
介入の効果が示されていること（伊藤・岡田，
2010)③関係操作的思考は，手がかり化操作
（判断の証拠を表す命題に変換する操作）や
逆操作，手続き化操作，因果操作の 4 種類に
整理されること（工藤，2010)という知見を
ふまえて，「母語－第二言語間の視点切り替
え」と「関係操作的思考」を促す教授方略を
具体化したテキストを新たに開発し，異なる
課題状況下での英語の応答行動形成に及ぼ
す効果や，母語である日本語の「高次操作」
の促進に及ぼす効果を明らかにすることが
本研究では目指された。 
２．研究の目的 
本研究の主たる目的は次の 3 つである。 

（１）素朴理論からの干渉が予想される英語
の語用論的ルールの学習場面において，「母
語－第二言語間の視点切り替え」と「関係操
作的思考」という認知面の 2 要因に注目した
教授方略を具体化しテキストを開発するこ
と。 
（２）テキストの効果の検証により，「視点
切り替え」と「関係操作的思考」を促す教授
方略が，異なる構造を持つ課題に対するルー
ルの適用を促進することを明らかにするこ
と。 
（３）英語の語用論的ルールの学習により，
日本語の理解の深化が促進されるメカニズ
ムについて，日本語の相対化と自覚化という
「母語の高次操作」の観点から教育心理学的
に解明することである。 
 
３．研究の方法 
本研究には，個別のインタビューによる調

査が含まれていた。そこで，インタビュー調

査の開始前に，研究代表者の所属する大学に
設置されている研究倫理審査委員会に，研究
倫理審査申請書を提出し,審査を受けた。そ
の上で，被験者に対しては，下記のような諸
事項について「研究実施説明書」を提示しな
がら口頭説明を行い，インタビュー調査に参
加の全被験者から「同意書」にサインをいた
だいた。具体的には，①研究の目的と意義に
ついて②研究方法の概要③プライバシーの
保護について④参加辞退の機会の保証につ
いて⑤不利益防止への配慮がなされている
ことについて丁寧な説明を行い，同意を得た。 
本研究全体では，英語のルール「応答者が

ある行為を行うのであれば“Yes”，行わない
のであれば“No”と応答すればよい」を学習
する場面が取り上げられた。個別のインタビ
ューに基づいた調査が２つ，集団で一斉行わ
れた調査がひとつ，これらの調査に基づいた
３つの研究が実施された。 
（１）研究１の方法は，以下のとおりであっ
た。研究１では，事前調査→読み物読解→事
後調査の順に７名の大学院生及び２名の学
部学生，計９名に対する個別のインタビュー
を実施した。実施時期は 2012 年２月から６
月であった。事前調査の概要は，英文法の面
白さ，日本語のきまりや日本文化への興味，
応答課題（抜粋版），会話場面課題１及び２
であった。読み物は，「英語と日本語の応答
方法のちがいについて（6頁）」の冊子であっ
た。「母語－第二言語間の視点切り替え」の
工夫に加え，「関係操作的思考」を促すため
きまりを変形しながら問題解決を行う工夫
が，新たに取り入れられていた。事後調査で
は，事前の内容に加え，読み物内容の再認課
題，発展課題，「いいえ」の使いにくさ批評
課題，日本語応答の留意点説明課題（３名の
み実施），読み物の感想についても尋ねた。 
（２）研究２の方法は，以下のとおりであっ
た。研究２では事前調査→読み物読解→事後
調査の順に，一斉調査が行われた。これまで
に同内容の調査に「回答したことも概要を聞
いたこともない」と回答した大学院生 12 名
を分析対象者とした。実験の実施時期は 2013
年 1月であった。事前調査の概要は，英文法
の面白さ，応答課題（抜粋版），会話場面課
題１及び２，英語のきまりや文化への興味，
日本語のきまりや文化への興味の評定であ
った。読み物は，「英語と日本語の応答方法
のちがいについて（7 頁）」の冊子であった。
研究１とは異なる例文を用いて新たな読み
物が作成された。さらに，読み物には，「関
係操作的思考」を促すためきまりを変形しな
がら問題解決を行う工夫とともに，英語応答
の意志選択をした際に，２色カードの選択と
いう動作も伴って自身が伝えたい意志を再
確認する工夫が，新たに取り入れられていた。
事後調査では，事前の内容に加え，読み物内
容の再認課題，「いいえ」の使いにくさ評定
課題（理由選択あり），読み物の感想につい
ても尋ねた。 



（３）研究３の方法は，以下のとおりであっ
た。研究３では，事前調査→読み物読解→事
後調査の順に，個別のインタビューが行われ
た。３名の大学院生及び２名の学部学生，計
５名に対するインタビューを実施した。５名
のうち４名は，同内容の調査に「回答したこ
とも概要を聞いたこともない」と述べ，1 名
は「回答したことはないが概要を聞いたこと
はある」と述べた。実験は 2013 年 9月～2014
年 3月に実施した。事前調査の概要は，英文
法の面白さ，応答課題（抜粋版），会話場面
課題１及び２，英語のきまりや文化への興味，
日本語のきまりや文化への興味の評定であ
った。読み物は「英語と日本語の応答方法の
ちがいについて（7頁）」の冊子であった。研
究２と例文は同一であったが，意思表示カー
ドの裏に「英語で応答者の動作（I do または
I don’t）を記入してもらう工夫」が新たに
取り入れられていた。事後調査では，事前の
内容に加え，読み物内容の再認課題，日本語
相対化の評定課題，日本語自覚化の説明課題
（日本語で「ええ」「いいえ」と応答する際
に気をつける点を説明してもらう課題），感
想を尋ねた。 
 
４．研究成果 
（１）研究１の主たる成果としては次の内容
が挙げられる。 
①個別のインタビュー調査を行うことによ
って，読み物読解中の確信度の推移を調べる
ことができた。確信度の評定平均は 62.2%→
82.2%→95.6％と推移していた。作成したテ
キストの学習場面において，英語の否定疑問
文への応答に関わる回答が，徐々に確信を持
って行えていた様相が示された。 
②読み物読解前の調査では複数場面に正し
くルールが適用できた者は９名中２名のみ
だった。読み物読解後は９名中６名が３場面
中２場面以上で正しくルールを適用できる
ようになっていた。さらに３場面全てに一貫
正応答した完答型についても調べたところ，
事前は９名中１名であったが，読み物読解後
には９名中4名が完答型の回答となっていた
ことが示された。 
③読み物読解語のインタビュー調査におい
て，日本語の相対化の様相については Table
１のようにまとめられた。 
 
Table１ 日本語についての相対化の様相 

 
課題文で示された言語学者の主張「日本語

では『いいえ』という言葉は使いにくい」に
は，概ね賛成という立場が多く見られた。た

だし，その場合でも，社会的関係など場面に
よって変化するという回答のほかに，応答の
際の対応を工夫することによって，日本語の
特徴を肯定的に捉えられるとの指摘が複数
提起された。 
 （２）研究２の主たる成果としては，次の
内容があげられる。 
①研究１とは異なる例文を用いて作成され
た読み物の読解中，「関係操作的思考」を促
す場面直前において，英語の応答文と意志を
示すカードの選択とが一致していた者を調
べたところ，12 名中 11 名が一致していた。
ほとんどの学習者が，英語の否定疑問文への
応答について，自身の振るまいとの一致とい
う観点からも再確認しながら読み物読解が
行えていた様子が示唆された。 
②複数場面でルールを正しく適用した応答
数の変化を調べた。読み物読解後に，３場面
全てに一貫正応答した完答型は 12 名中 2 名
に留まっていた。３場面のうち２場面に正応
答できた者は 12 名中 2 名であった。また，
英文法に関する面白さ評定においては，平均
値が読み物読解前 2.67 点から読み物読解後
3.08 へと正の方向へと変化する傾向が見ら
れた。 
③事後調査における日本語の相対化の様相
を，賛否の評定とその理由から調べた。12 名
中５名が日本語では「いいえ」という語が使
いにくいという筆者の主張に「やや賛成」で
あった。12 名中５名が「どちらともいえない」
という回答であった。「やや反対」は 12 名中
２名に留まっていた。Table1 に準じてまとめ
たところ，「やや賛成」と「どちらともいえ
ない」のいずれの場合にも共通して最も多く
選択された理由としては，相手の地位など社
会的関係性で変わるという「場面で変化型」
であった。その次に共通して多く見られた理
由は，全否定せず２通りの考え方があるとい
う様な受け止めや，一度受け止めた上で「で
も」というようにする「対応工夫型」の理由
であった。一方，日本語に関して「自分の行
為をしたいか否かの意志伝達にすぎない」と
いう「意思伝達型」は少なかった。 
（３）研究３の主たる成果としては，次の内
容があげられる。 
①研究３の読み物には研究２と同一の例文
が用いられていた。研究１と研究２の読み物
をふまえ，以下の工夫がなされている読み物
が開発され，インタビュー調査に用いられた。
具体的には，この読み物には，「母語－第二
言語間の視点切り替え」と「関係操作的思考」
という認知面の 2要因に注目した教授方略が
取り入れられていた。加えて，英語応答の意
志選択をした際に，２色カードの選択という
動作も伴って自身が伝えたい意志を再確認
する工夫が取り入れられており，意思表示カ
ードの裏には「英語で応答者の動作（I do ま
たは I don’t）を記入してもらう工夫」もな
されていた。 
②読み物読解中に教示されたルールへの確

課題への賛
否

回答の型 　回答の概要

【考えは伝える】考えを伝えないと意見は伝わらない。

【意志を伝達する】自分がしたいかどうか伝えているだけ

【社会的関係で変化】社会的関係性による。

【場合で変化】場合による

【全否定しない対応】全否定せず，２通りあるという感じで。

【全否定しない対応】全否定せず，自分の言葉を付加する。

【一度受け止める対応】一度受け止め「でも～」と言うと納得されやすい

【相手に気づかせる対応】自分の考えをおりまぜて相手に気づかせる。

賛成 日本文化型 【否定しない日本文化】人を否定してはいけないというのが日本の文化だ。

どちらかと
いうと反対

概ね賛成

意志伝達型

場面で変化型

対応工夫型



信度は，全員が 80％以上と高く，読み物への
興味深さも全員が５段階評定で４以上と高
かった。また，読み物読解後に実施された読
み物内容の再認課題にも，５名全員が全小問
に正答できていた。 
③英語の語用論的ルールの適用については，
事前では複数場面に一貫して正しくルール
が適用できた者は 1名のみだった。母語に関
連する素朴理論からの干渉が推察された。事
後では，５名中４名が，３場面中２場面以上
で一貫してルールを正しく適用できるよう
になっていた。 
④日本語の自覚化については，英語圏応答者
の視点から日本語圏応答者の視点へとスム
ーズに切り替えて説明がなされていると推
測できる反応が見られた。他方，英語圏応答
者の視点から日本語圏応答者の視点へとは
じめはうまく切り替わらず，日本語の使い方
の説明過程で混乱が生じたが，その後に視点
を切り替えられたと推測できる反応も見ら
れた。 
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